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反射と直角三角形・１ 

 

３辺の長さが３㎝，４㎝，５㎝の図１の直角三角形ＡＢＣがあります。Ａ，Ｂ，Ｃいずれかの頂点から小

さい玉を発射します。辺にあたった玉は，図２のように入ってきたときと同じ角度ではね返ります。玉は三

角形の頂点に当たると止まります。 

 

   図１          図２ 

 

 

 

 

 

 

（１）図３のように，頂点Ａから玉を発射したところ，辺ＢＣ，ＡＣ，ＢＣ，ＡＢ，ＡＣの順にはね返り，

頂点Ｂに当たって止まりました。玉が辺ＡＢではね返った位置は，頂点Ａから何㎝のところですか。 

 

（２）図４のように，頂点Ｃから玉を発射したところ，辺ＡＢ，ＡＣ，ＢＣの順にはね返り，頂点Ａに当た

って止まりました。玉が辺ＡＢではね返った位置は，頂点Ａから何㎝のところですか。 

 

   図３              図４ 
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反射と直角三角形・１ （１）２㎝ （２）１
５

６１
㎝ 

 

（１）直角三角形を折り返して，玉の動いたあとを１本の直線で表すと，図①のようになります。図②の平

行線に注目をすると，かげをつけた２つの三角形は６：３＝２：１です。□：△＝２：１で，比の和の

２＋１＝３が６㎝にあたるので，△＝６×
１

２＋１
＝２（㎝）です。 

 

   図①                     図② 

 

 

 

 

 

 

 

  

Die Grundlagen

der Arithmetik

für die Aufnahmeprüfung

受験算数の基礎

最難関問題 

Ｂ 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｂ 

Ｂ 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

Ａ 

Ｃ 

Ｃ 

Ｂ 

Ｂ 

Ａ 

Ａ 

□ 
△ 



https://jukensansuu.org 

 

（２）直角三角形を折り返して，玉の動いたあとを 

１本の直線で表すと，図③のようになります。 

図④のように，折り返しをまわりに補うとともに，

いくつかの辺を延長します。図の平行線に注目を

すると，かげをつけた三角形は二等辺三角形で，

□＝６㎝です。また，△＝６×
３

５
＝３.６（㎝）で

す。 

   図⑤のあみ目の部分の三角形は，５：７.２＝２５：３６の相似形なので， 

  ○：◇＝２５＋３６です。○＋◇＝１２㎝であることから， 

◇＝１２×
３６

２５＋３６
＝７

５

６１
（㎝）なので， 

Ａから７
５

６１
－６＝１

５

６１
（㎝）です。 

 

  図④                     図⑤ 
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